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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月11日(2015.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態の係るゴルフクラブヘッドの斜視図。
【図２】（Ａ）は基準姿勢の説明図、（Ｂ）はフェースセンタの説明図。
【図３】投影方向の説明図。
【図４】（Ａ）及び（Ｂ）は投影図形の説明図、（Ｃ）はシミュレーション結果を示す図
。
【図５】（Ａ）は投影図形の図心の説明図、（Ｂ）は各寸法の説明図。
【図６】（Ａ）乃至（Ｄ）はシミュレーション結果を示す図。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　図１は本発明の一実施形態のゴルフクラブヘッド１０の斜視図である。ゴルフクラブヘ
ッド１０は中空体をなしており、その周壁が、フェース面（打撃面）を形成するフェース
部１１と、ゴルフクラブヘッド１０の上部を形成するクラウン部１２と、ゴルフクラブヘ
ッド１０の底部を形成するソール部１３と、ゴルフクラブヘッド１０の側部を形成するサ
イド部１４と、を構成している。サイド部１４は、トウ側の部分、ヒール側の部分及びバ
ック側の部分を含む。また、ゴルフクラブヘッド１０はシャフトが取付けられるホゼル部
１５と、を備える。ゴルフクラブヘッド１０は、その体積が４００ｃｃ以上のものを想定
しており、好ましくは５００ｃｃ以下である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　次に、基準姿勢にあるゴルフクラブヘッド１０について、図３に示すように飛球線方向
Ｄ１を投影方向として、フェース部１１の前方側からフェース部１１とゴルフクラブヘッ
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ド１０とを垂直面Ｓに投影した場合を想定し、それぞれの投影図形を得る。このような投
影図形は例えばＣＡＤシステム上でゴルフクラブヘッド１０をモデル化して得ることがで
きる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　そこで、図５（Ａ)に示すように、基準姿勢にあるゴルフクラブヘッド１０について、
飛球線方向Ｄ１を投影方向として、フェース部１１の前方側からフェース部１１とゴルフ
クラブヘッド１０とを垂直面に投影した場合に、投影図形Ｈの図心Ｈｃと、投影図形Ｆの
図心Ｆｃとを一致させることで、空気抵抗を改善できる。なお、製造誤差等を考慮すれば
、図心Ｈｃと図心Ｆｃとの距離が５ｍｍ未満であれば、両者は一致しているとみなすこと
ができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　次に、図５（Ｂ）を参照して後端部ＢＰから最上部ＴＰまでの垂直距離をＢｕとし、後
端部ＢＰからゴルフクラブヘッド１０の最下部（水平面Ｓｈ）までの垂直距離をＢｄとす
る。この場合、Ｂｕ＝Ｂｄであることが望ましい。この構成によれば、ゴルフクラブヘッ
ド１０の後方での気流のバランス（上下のバランス）が、図６（Ｃ)の例のように良化し
易いと考えられる。なお、製造誤差等を考慮すれば、｜Ｂｕ－Ｂｄ｜＝３ｍｍ未満であれ
ば、Ｂｕ＝Ｂｄであるとみなすことができる。
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